



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（１） 和訳箇所は、『丹珠爾（対勘本）: 中華大藏經』第69巻，pp. 555-578に相応する。
（２） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 4b26: 自此已下示現所説法因





















































































 ［１］Skt. 29.1-3; Tib. 29.2-5; Chin. 5b25-27.
（７） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 5a11-14: 言甚深者顯示二種甚
深之義應如是知何等爲二一者證甚深謂諸佛智慧甚深無量故二者阿含甚深謂智慧
門甚深無量故．T. 1520, 14b23-26: 甚深者顯示二種甚深義應知何等爲二一者證甚
深謂諸佛智慧甚深無量故二者阿含甚深謂智慧門故
































































（９） ［２］Skt. 29.3-6; Tib. 29.5-9; Chin. 5b27-c1.
（10） チベット語訳は、“gzung zhing ’dzin pa” とあり、所取と能取にあたるが、漢
文には「受持」としかない。



























（12） ［３］Skt. 29.7-9; Tib. 29.10-12; Chin. 5c1-2.





































（14） ［４］Skt. 29.9; Tib. 29.12-13; Chin. 5c2-4.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（5c2-3, 3-4）注釈を行っているが、チ
ベット語訳は引用文も１つにまとめている（［４］＝【４ ・ ５】）。




















（16） ［５］Skt. 29.10-12; Tib. 29.13-17; Chin. 5c4-6.
（17） チベット語訳者は、漢文の「三十七菩提分」を、その構成要素の１つである
「七覚支」と読んでいる。





















































































































































（19） ［６］Skt. 29.12; Tib. 29.17-18; Chin. 5c6
（20） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 6a01-3: 第四成就復有七種。





（21） 703b10-15: 【７】經 深入無際至未曾有法 賛曰以七句釋第四言詞此經唯有初之五
句第六句闕。第七句少至文當悉論云第四説成就有七種此即初句種種成就理事空
有世出世間未曾有法皆深入故洞曉無涯故能起彼種種言詞際涯畔也
（22） ［７］Skt. 29.12-30.1; Tib. 29.18-19; Chin. 5c6-9.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（5c6-8, 8-9）注釈を行っているが、チ
ベット語訳は引用文も１つにまとめている（［７］＝【８・９】）。












（24） ［８］Skt. 30.1-3; Tib. 29.19-20; Chin. 5c9-10.
（25） 703c11-15: 【10】經 所以者何至難解之法 賛曰此第四句論名堪成就本無徴詞一切
可化衆生知如來成就希有功徳堪能説法故謂舍利弗等善根熟者名可化衆生知佛成
就第一希有難解功徳堪説法故
（26） ［９］Skt. 30.3-4; Tib. 30.1-2; Chin. 5c10-11.























（28） ［10］Skt. 30.4-6; Tib. 30.2-5; Chin. 5c11-13.





















（30） ［11］Skt. 30.7-12; Tib. 30.6-10; Chin. 5c14-18.





（32） ［12］Skt. 30.13-14; Tib. 30.11-12; Chin. 5c19-20.
（33） テキストには「８偈半」とあるが、続く［16］においても、漢文と同じく「９
偈半」とあるので、チベット訳者の間違いと思われる。





（35） ［13］Skt. 30.14-31.2; Tib. 30.13-14; Chin. 5c21-22.
（36） 705a13-17: 【15】經 於無量億劫至我已悉知見 賛曰此頌果行増長功徳快妙心三深
由精進勇猛於無量劫行此諸道果行甚深善名遠振増功徳心道場得果我悉知見故名
快妙心甚深甚深希有法皆成就故
（37） ［14］Skt. 31.1-2; Tib. 31.1-2; Chin. 5c23-24.
（38） 705a18-20: 【16】經 如是大果報至乃能知是事 賛曰此頌無上甚深性謂道理相謂事
義前脱此文難解法者如來能知今此文有
（39） ［15］Skt. 31.3-6; Tib. 31.3-6; Chin. 5c25-27.







（41） テキストは“gang de ’jig rten gyis mkhyen pa’i phyir rnam par shes pa nas.”
とあるが、『法華経』のチベット語訳に“gang dag ’jig rten mkhyen pa’i nyan 
thos pa”とあることから、後半を訂正して読む。
（42） ［16］Skt. 31.7-8; Tib. 31.7-8; Chin. 5c28-6a1.





（44） ［17］Skt. 31.9-10; Tib. 31.9-10; Chin. 6a2-3.





（46） ［18］Skt. 31.11-14; Tib. 31.11-14; Chin. 6a4-6.
（47） 705b22-24: 【20】經 正使滿十方至亦復不能知 賛曰十方利根皆如鶖子并餘弟子亦
滿十方共度亦不知
（48） ［19］Skt. 29.13-14; Tib. 31.14-32.4; Chin. 6a7-10.




（50） ［20］Skt. 32.5-10; Tib. 32.5-10; Chin. 6a11-15.
（51） 漢文は、「十地上聖」とあり、十地の上方の聖者とある。
（52） チベット訳は、第６の「長時」の訳を欠いている。




（54） ［21］Skt. 32.11-12; Tib. 32.11-12; Chin. 6a16-20.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（6a17, 18-20）注釈を行っているが、チ
ベット語訳は引用文も１つにまとめている（［21］＝【23・24】）。





 705c22-26: 705c20-21: 【24】經 又告舍利弗至十方佛亦然 賛曰此一頌半頌總歎法
師妙無別頌也
（56） ［22］Skt. 32.13-16; Tib. 32.13-16; Chin. 6a21-23.
（57） 【25】經 舍利弗當知至要當説眞實 賛曰下三頌半勸發信心顯今説實中分二初一
頌半唯告鶖子顯今説實後之二頌普告二乘顯初方便此初也汝既未證我之所説於我
所説當生信心
（58） ［23］Skt. 33.1-4; Tib. 33.1-4; Chin. 6a24-27.
（59） 705c27: 【26】經 告諸聲聞衆至引之令得出 賛曰此二頌普告二乘爲二初頌普告至
涅槃者後頌顯佛化以三乘之意由處處著著界地故引之令出且説三乘理唯有一此會
唯有聲聞極果縁覺即無故言及求縁覺乘聲聞不爾
（60） ［24］Skt. 33.5-7; Tib. 33.5-7; Chin. 6a28-b1.
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（62） ［25］Skt. 33.7-9; Tib. 33.7-9; Chin. 6b1-4.




（64） ［26］Skt. 33.9-11; Tib. 33.9-11; Chin. 6b4-6.









（66） ［27］Skt. 33.12-33.5; Tib. 33.12-34.6; Chin. 6b6-12.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（6b6-9, 9-12）注釈を行っているが、チ
ベット語訳は引用文も１つにまとめている（［27］＝【30・31】）。












（68） ［28］Skt. 34.6-8; Tib. 34.7-9; Chin. 6b12-16.












（70） ［29］Skt. 34.9-11; Tib. 34.10-12; Chin. 6b17-18.
（71） 707a03-7: 【33】經 道場所得法至亦無能問者 賛曰上半頌頌前所得難解菩提涅槃
智慧甚深後半頌頌前所説難知智門甚深以二乘不知故皆無能問者
（72） ［30］Skt. 34.11-35.4; Tib. 34.12-35.4; Chin. 6b19-26.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（6b19-20, 21-26）注釈を行っているが、
チベット語訳は引用文も１つにまとめている（［30］＝【34・35】）。
（73） 707a07-9: 【34】經 無問而自説至諸佛之所得 賛曰上半合頌歎二妙無問自説從三
昧起便即告故第三句法妙第四句法師妙
 707a10-15: 【35】經 無漏諸羅漢至願佛爲解説 賛曰下三頌四衆疑有二初一頌頌聲
聞無學有學之疑二頌頌縁覺等衆願佛説疑喩如網羅生難出猶豫者説文隴西謂犬子
爲猶猶性多豫在人前故凡不決者謂之猶豫爾雅云猶如麂善登木郭璞云健上樹也
（74） ［31］Skt. 35.5-8; Tib. 35.5-8; Chin. 6b27-29.




（76） ［32］Skt. 35.9-14; Tib. 35.9-14; Chin. 6c1-6.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（6c1-2, 3-6）注釈を行っているが、チ
ベット語訳は引用文も１つにまとめている（［32］＝【37・38】）。




故 707a27-29: 【38】經 諸天龍鬼神至欲聞具足道 賛曰頌餘衆請此土佛出無轉輪王故
説諸國轉輪王至具足道者大乘理故
（78） ［33］Skt. 36.1-3; Tib. 36.1-3; Chin. 6c7-8.
（79） この注釈書は、『法華論』のことである。T. 1519, 6c05-7: 自此以下次依示現四
種事説一者決定心二者因授記三者取授記四者與授記應當善知 . T. 1520, 16a15-
16: 自此已下依四種事説一者決定心二者因受記三者取受記四者與授記應知































（81） ［34］Skt. 36.4-5; Tib. 36.4-5; Chin. 6c8-9.
（82） 708a05-7: 【40】經 舍利弗至唯願説之 賛曰。下第二請論云示現過去無量佛已教
化衆生初長行後偈頌長行有二一總請二堪聞此請也
（83） ［35］Skt. 36.5-7; Tib. 36.5-8; Chin. 6c9-12.
（84） 708a08-10: 【41】經 所以者何至即能敬信 賛曰。此堪聞有三因一遇良縁曾見諸佛
二性聰叡諸根猛利三解識眞義智慧明了故能聞信 
（85） ［36］Skt. 36.8-10; Tib. 36.9-11; Chin. 6c12-15.
（86） 708a11-12: 【42】經 爾時舍利弗至有能敬信者 賛曰此頌可知
（87） ［37］Skt. 36.11-37.2; Tib. 36.12-37.2; Chin. 6c16-18.





（89） ［38］Skt. 37.3-11; Tib. 37.3-11; Chin. 6c18-24.
 漢文はこのセクションを２つに分けて（6c18-20, 21-24）注釈を行っているが、
チベット語訳は引用文も１つにまとめている（［38］＝【44・45】）。
（90） 708a23-25: 【44】經 爾時世尊至聞必不敬信 賛曰法妙難解下愚聞之起謗既不敬信
所以恐墜大玩
 708a26-b1: 【45】經 爾時舍利弗至多所饒益 賛曰下第三請初長行後偈頌長行有二
初總請後堪聞鶖子利根自知宿命亦能曉他往世從釋迦已曾受化根成道滿聞必能信
生死長夜安穩饒益故今請説
（91） ［39］Skt. 38.1-3; Tib. 38.1-3; Chin. 6c24-27.




（93） ［40］Skt. 38.4-5; Tib. 38.4-5; Chin. 6c28-7a1.
（94） 708b10-11: 【47】經 是會無量衆至欲聽受佛語 賛曰此一頌半陳衆久從佛化宿因今
熟故請佛説
（95） ［41］Skt. 38.6-7; Tib. 38.6-7; Chin. 7a2-4.
（96） 708b12-13: 【48】經 我等千二百至則生大歡喜 賛曰此一頌半兼陳自他聞法歡喜以
請佛説
（97） ［42］Skt. 38.8-11; Tib. 38.8-11; Chin. 7a5-7.
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（99） ［43］Skt. 38.12-14; Tib. 38.12-14; Chin. 7a7-8.
（100） 708b27-29: 【50】經 説此語時至禮佛而退 賛曰下惡人退廗有四一明去二不止三快
勅四敬諾初中復二初標後釋此標也
（101） ［44］Skt. 38.14-39.1; Tib. 38.14-39.1; Chin. 7a8-10.
（102） テキストには “rnams snga” とあるが、“rnam lnga” と読む。
































（104） ［45］Skt. 39.2; Tib. 39.2; Chin. 7a10-11.
（105） 709b08-15: 【52】經 世尊默然而不制止 賛曰二不止也默靜也俗作默諸論皆云有二
決定佛力不非一受異熟決定二作業決定罪根深重者受果定類増上慢者作業定類由
此五千從座而起佛雖神力亦不止之又乍可令去不墜大坑不可止之令興重業故不止
也彼若發心定業可轉其心不易佛力不排
（ 本研究は科学研究費補助金基盤研究（C）（課題番号16K02161）による成果の一部である）
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